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第5章 推進方策 

5-1  数値目標達成に向けた追加方策 

 第 4 章「4-1(2) 再編方針に基づく施設総量の縮減状況」で示したとおり，第 4

章「4-2 再編方針」に基づく施設総量の縮減見込については，全体で 13％縮減す

るという数値目標に対し，5％台の縮減率にとどまっています。主な要因としては，

学校や保育園など，長期的な施設需要の見通しが明らかでないなどの理由により，

再編の方向性に対して，個々の施設ごとに具体的な取組や実施時期，縮減面積を示

すことができていない施設があることが挙げられます。これらについては，数値目

標達成に向けて施設類型ごとに今後推進していくべき方策を以下に示します。 

 また，第 4 章「4-2 再編方針」で整理している内容以外で，施設全般にわたっ

て改めて検討・実施すべき事項もあわせて以下に示します。 

 第 4 章「4-2 再編方針」で整理している取組の推進に加え，以下に示す方策を

検討・実施していくことで，施設総量縮減の数値目標の達成を目指すものとします。 

 

表 12 「個別施設の再編方針」に加えて推進する方策  
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5-2  推進体制 

 「再編方針」に基づく取組の推進にあたっては，公共施設マネジメント担当課で

組織される公共施設マネジメント推進会議を中心に，取組の実施主体である施設所

管課と連携，協力の下，庁内横断的な組織体制を構築し，公共施設等の適正な管理

に向けた取組全体の進捗管理や個々の取組を円滑に推進するための部門間調整な

どのマネジメントを行っていきます。 

 

5-3  計画の進捗管理･マネジメント 

 「再編方針」では，対策の実施時期を 10 年単位で示していますが，「（仮称）個

別施設再編アクションプラン」ではその実施時期をより詳細な年度単位で示すこと

としているため，計画の進捗管理にあたっては，詳細な実施時期を示した「（仮称）

個別施設再編アクションプラン」に基づき行うこととします。 

「（仮称）個別施設再編アクションプラン」については，社会・経済情勢の変化や

施設の状況等に応じて，適宜見直しができることとしており，年度ごとに見直しの

有無や取組の進捗状況，課題などを確認することで進捗管理を行っていきます。あ

わせて「基本方針編」や「再編方針」で定めた考え方との整合を検証するとともに，

縮減目標の達成状況の確認を行っていきます。 
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5-4  取組にあたっての留意事項 

 「基本方針編」で定める「基本方針 1：施設機能の再編と総量の縮減」では，取

組を進める際の留意事項として，①新たな施設の整備②まちづくりとの整合③市民

参加④魅力ある施設整備の 4 点を整理していますが，市民ニーズへの対応や環境負

荷の低減など，時代の要請に応じた様々な観点からの配慮が必要であることから，

これらの留意事項の他に以下に示す視点を加えることとします。 

 

（1）ユニバーサルデザイン化の推進 

 施設の機能再編時や大規模改修時等の機会を捉え，「高齢者，障害者等の移動等

の円滑化の促進に関する法律」や「千葉県福祉のまちづくり条例」「柏市バリアフ

リー基本構想」を踏まえ，市民ニーズに沿ったバリアフリー化を推進するとともに，

ユニバーサルデザインに配慮した取組を進めます。 

 

（2）環境負荷の低減 

 二酸化炭素排出量の削減や光熱水費等のコストの削減，災害時のエネルギー確保

の観点を踏まえ，機能再編時や大規模改修時等の機会を捉え，「柏市公共施設等低

炭素化指針」に基づき，施設の低炭素化を推進します。 

 

 

図 13 取組にあたっての留意事項 
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5-5  モデル事業の実施 

 「基本方針編」第 6 章で示すロードマップでは，「モデル事業」として施設や地

区を選定の上，モデル的に取組を推進することとしています。モデル事業について

は，再編の手法・進め方のイメージを市民と共有し，再編の必要性や取組への理解

を求めるとともに，事業の検討過程で得られた市民参加のノウハウを他の事業に生

かしていきます。 

 

【参考】モデル事業の実施例 
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5-6  市民協働による取組の推進 

 公共施設を取り巻く現状・課題や公共施設マネジメントの必要性を共有し，再編

の取組への理解を求めるため，市ホームページへの情報掲載や市民向けの説明会，

アンケートの実施などにより継続的な情報提供に努め，市民との協働に向けた土台

作りに努めます。 

 また，モデル事業の検討過程における新たな市民参加の手法を他の事業にも展開

するなど，具体的に取組を進める段階において市民や施設利用者の意見を丁寧に聞

くための仕組みづくりを進め，市民協働による取組を推進します。 

 

 

 
 

 

 

  




